
①一般会計7925億円＋334億円(6年連続過去最大）

②市税収入3634億円－3億円(昨年とほぼ同額）

個人市民税＋30億円 固定資産税＋21億円

③財政力指数　　政令市トップ

④一人当たりの市債残高(政令市平均より8万円少ない）

⑤減債基金残高　2204億円(一般会計分）

　3100億円超(7年後） 1537億円(借入額を引いても）

(市税収入が多い要因)
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昨
年
１
月
、
30
数
年
前
そ
れ
ぞ

れ
子
づ
れ
で
再
婚
し
た
両
親
が
津

田
沼
の
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
入
所

し
そ
の
子
供
の
Ｍ
さ
ん
と
Ｓ
さ
ん

か
ら
両
親
の
認
知
症
が
進
ん
で
い

る
の
で
後
見
契
約
を
結
び
た
い
と

の
相
談
を
受
け
、
３
月
父
に
Ｍ
さ

ん
、
母
に
Ｓ
さ
ん
を
受
任
者
と
し

て
任
意
後
見
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

ま
た
、
父
が
91
歳
、
母
が
86
歳

で
２
人
の
介
護
費
用
は
年
金
で
は

足
り
な
い
の
で
離
婚
を
さ
せ
て
父

名
義
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
、

預
貯
金
を
折
半
し
て
不
足
分
を
補

い
た
い
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し

た
。所

長
は
認
知
症
と
は
い
え
30
数

年
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
両
親
は

決
し
て
離
婚
は
望
ん
で
い
な
い
だ

ろ
う
し
、
離
婚
す
る
と
遺
族
年
金

が
も
ら
え
な
く
な
り
離
婚
に
は
賛

成
で
き
な
い
と
話
し
ま
し
た
。
９

月
父
は
千
葉
の
、
母
は
川
崎
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
転
居
し
ま
し
た
。

11
月
に
母
の
貯
金
が
底
を
つ
い

た
の
で
と
両
親
を
離
婚
さ
せ
る
問

題
が
再
燃
し
所
長
と
Ｍ
さ
ん
、
Ｓ

さ
ん
が
話
合
っ
て
離
婚
は
時
期
早

尚
と
保
留
し
ま
し
た
。

２
月
下
旬
、
父
が
92
歳
で
帰
ら

ぬ
人
と
な
り
、
お
別
れ
会
に
所
長

は
Ｍ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
と
参
列
し
、

習
志
野
の
元
市
議
の
Ｂ
さ
ん
が

故
人
に
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
、
地
域
の
仲
間
か
ら
は
両
親

と
も
力
を
合
わ
せ
て
献
身
的
な
活

動
を
し
住
民
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
母
が
自
費
出
版
し
た

と
き
夫
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
た
と
喜

ん
で
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
話

さ
れ
Ｍ
さ
ん
Ｓ
さ
ん
所
長
に
と
っ

て
初
め
て
聞
く
話
ば
か
り
で
「
急

い
で
離
婚
さ
せ
な
く
て
よ
か
っ
た
」

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
Ｍ
さ
ん
に
生
前

贈
与
と
な
り
、
遺
族
年
金
は
母
に
、

預
貯
金
は
相
続
人
で
あ
る
母
と
Ｍ

さ
ん
で
折
半
す
る
こ
と
に
な
り
八

方
丸
く
収
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
Ｓ
さ
ん
は
「
離
婚
に
反
対
し

て
も
ら
っ
た
事
、
心
配
し
て
い
た

介
護
の
費
用
が
賄
え
る
見
通
し
が

立
ち
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
明
る

い
笑
顔
で
お
礼
に
見
え
ま
し
た
。

相談事例
（その175)

段ボール 絵手紙
「
介
護
費
用
の
た
め
離
婚
を
」

の
考
え
を
保
留
に
し
た
こ
と
が

円
満
解
決
に
結
び
つ
く

イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ
ト
上
で
、
多
種

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
「
場
」(

プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム)

を
提
供
す
る
事
業
者
を

「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
マ
ー
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

米
国
の
代
表
４
社(

グ
ー
グ
ル
、

ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア

マ
ゾ
ン)

「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
は
国
民
生

活
に
広
く
浸
透
し
、
強
い
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
引
き

起
こ
し
、
世
界
各
国
が
規
制
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。

①
個
人
デ
ー
タ
保
護
問
題
。

グ
ー
グ
ル
な
ど
は
検
索
履
歴
や
メ
ー

ル
・
位
置
情
報
な
ど
大
量
の
個
人
デ
ー

タ
を
収
集
し
個
人
の
趣
味
な
ど
を
狙

い
撃
ち
し
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い

ま
す
。

②
独
占
的
な
市
場
取
引

に
関
す
る
問
題
。

楽
天
の
出
店
業
者
へ
の

送
料
負
担
強
要
問
題
な

ど
。

③
労
働
者
に
関
す
る
問
題
。

写
真
に
あ
る
よ
う
な
ウ
ー
バ
ー
イ
ー

ツ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

マ
ー
の
利
用
者
は
「
労
働
者
で
は
な

く
個
人
事
業
主
」
と
さ
れ
お
り
、
労

災
保
険
や
最
低
賃
金
な
ど
も
な
く
、

解
雇
も
自
由
の
使
い
捨
て
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
や
「
雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い
」
こ

の
よ
う
な
働
か
せ
方
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
「
雇
用
は
正
社
員
が
当
た

り
前
」
の
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

④
税
逃
れ
の
問
題
。

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
マ
ー

は
「
物
理
的
拠
点
を
持
た
な
い
た
め

法
人
税
を
課
す
こ
と
が
出
来
な
い
」

と
い
う
国
際
的
な
課
税
ル
ー
ル
を
悪

用
し
て
い
ま
す
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版

3
月
1
日
号
よ
り
抜
粋

「
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
」
の
配
達
員
で

作
る
労
働
組
合
が
配
達
員
に
「
労
働

性
」
を
認
め
る
よ
う
東
京
都
労
働
委

員
会
に
救
済
申
し
立
て
を
行
い
ま
し

た
。

(

３
月
16
日
東
京
新
聞
よ
り)

シリーズ

ご存知ですか

最近町でよく見かける。
(ウーバーイーツ）

新
年
度
予
算
案
は
、
羽
田
連

絡
道
路
88
億
円
、
臨
港
道
路
東

扇
島
水
江
町
線
54
億
円
な
ど
大

規
模
事
業
が
突
出
す
る
一
方
で
、

市
民
向
け
の
施
策
は
拡
充
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
川
崎
市
の
財

政
は
引
き
続
き
「
豊
か
」
で
す

(

表
参
照
）
①
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
比
＋
３
３
４
億
円
で
６

年
連
続
過
去
最
大
。

②
市
税
収
入
は
、
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
３
億
円
で
過
去
最
大
の

昨
年
と
ほ
ぼ
同
規
模
（
個
人
市

民
税
・
固
定
資
産
税
の
増
な
ど

市
民
か
ら
の
税
収
増
に
よ
る
）

③
財
政
力
指
数
は
、
政
令

市
１
位

④
減
債
基
金
残
高
は
２
２

０
４
億
円
。
７
年
後
に
は
３
１

０
０
億
円
超
に
。
政
令
市
の
平

均
は
「
取
崩
額
の
４
年
分
」
の

と
こ
ろ
、
川
崎
市
は
７
年
後
に

は
「
取
崩
額
の
７
年
分
」
に
も
。

市
長
は
台
風
へ
の
対
応
や
減
債

基
金
か
ら
の

借
入
を
理
由
に

「
財
政
が
厳
し
い
」
と
言
い
ま

す
が
、
台
風
対
策
の
82
億
円
の

う
ち
、
羽
田
連
絡
道
路
建
設
の

た
め
の
浚
渫
（
30
億
円
）
が
大

半
で
す
。
減
債
基
金
は
借
入
額

を
差
し
引
い
て
も
１
５
３
７
億

円
に
。
政
令
市
平
均
の
４
年
分

＝
約
１
１
０
０
億
円
に
比
べ
４

０
０
億
円
以
上
も
余
分
で
す
。

共
産
党
市

議
団
は
議
会
で

「
予
算
組
替
え
提
案
」
を
行
い

ま
し
た
（
他
会
派
の
反
対
で
否

決
）
。
市
の
予
算
の
２
％
あ
れ

ば
「
介
護
保

険
料
の
減
額
」

「
国
保
料
の
引
き
下
げ
」
「
子

ど
も
の
医
療
費
を
中
３
ま
で
無

料
化
」
な
ど
市
民
の
要
求
が
実

現
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
市
政
を
転
換
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
代
理

市
会
議
員

片
柳
す
す
む

新
婦
人
川
崎
南
支
部
さ
く
ら
ん
ぼ
班

桜
井
清
子
さ
ん
の
作
品(

藤
崎
在
住
）

政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
は

市
民
の
く
ら
し
応
援
に



3 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（2月21日～3月20日に受けたもの）

住 宅 問 題 2 8

相談内容  　

件　　数

当月 1-3月合計

生 活 保 護 0 1

身 障 者 問 題 0 1

就 職 ・ 仕 事 0 2

医 療 ・ 病 院 1 1

市 へ の 要 求 0 0

多 重 債 務 0 0

架 空 請 求 0 1

税 金 ・ 年 金 2 4

交 通 事 故 0 0

子 供 問 題 0 0

57

離 婚 問 題 0 1

弁 護 士 等 の 相 談 0 0

開設からの総合計
（2003年9月）

7298

不 動 産 問 題 2 4

後 見 ・ 相 続 4 10

そ の 他 7 24

合　　　　計 18

４月の予定

★無料法律相談日
４月２１日(火）
午後18時30分～

予約が必要です。時間が限
られていますので要件はま
とめて。

★土・日・祝日は休み

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
で

あ
る
こ
と
を
表
す
マ
ー
ク
の
紹
介

Ｆ
Ｓ
C

接
続
可
能
な
森
林
と
し
て
適
切
に
管
理
さ

れ
た
森
な
ど
で
取
れ
た
木
材
の
商
品
に
表

示
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
「
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」

魚
の
獲
り
す
ぎ
や
混
獲
を
防
ぐ
な
ど
、
環

境
資
源
委
配
慮
し
た
漁
業
で
獲
ら
れ
た
天

然
の
水
産
物
に
表
示
。

エ
コ
マ
ー
ク

生
産
か
ら
廃
棄
ま
で
を
通
じ
て
、
環
境
保

全
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
た
商
品
に
表
示
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

綿
や
羊
毛
な
ど
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
繊
維
を
原

料
と
し
、
全
工
程
で
環
境
負
荷
低
減
に
配

慮
し
た
製
品
に
表
示
。

国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
定
ラ
ベ
ル

強
制
労
働
の
禁
止
、
有
機
栽
培
の
奨
励
な

ど
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
３
分
野
に
お

い
て
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
基
準
を
順
守

す
る
商
品
に
表
示
。

ス
タ
ッ
フ
紹
介

平
田
淳
子

さ
ん

２
月
半
ば
よ
り
相
談
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
仲

間
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

私
と
セ
ン
タ
ー
と
の
出

会
い
は
、
発
足
当
時
か
ら

な
の
で
す
が
、
実
際
に
お

世
話
に
な
っ
た
の
は
、
２

０
１
８
年
10
月
に
宮
城
県

か
ら
川
崎
に
転
入
す
る
に

あ
た
っ
て
の
、
住
ま
い
の

相
談
か
ら
始
ま
り
、
転
入

後
も
遺
言
書
の
作
成
で
大

変
お
世
話
に
な
り
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
か
っ
て
川
崎
市

で
保
育
士
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
川
崎
は

第
二
の
故
郷
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

川
崎
不
在
年
数
は
20
年

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
昔
の

友
人
達
に
も
喜
ん
で
迎
え

て
も
ら
い
大
変
有
難
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
在
住
の
時
に
は
、

相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お

便
り
が
い
つ
も
届
い
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
、

一
人
住
ま
い
と
な
っ
た
私

に
と
っ
て
何
か
と
頼
り
に

で
き
る
有
難
い
所
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し

も
あ
り
、
今
回
セ
ン
タ
ー

で
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
う
れ

し
い
限
り
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
何
も
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。新型コロナウィルスの出現、流行で世界中

が、かって経験したことがない大変な事態に

陥っていますが、センターだより読者の皆様

には日常はお変わりありませんか？これから

先何が起きるか予測できませんが、何が起き

ても冷静に考え行動して自分が判断に困った

ら、身近な人にまず相談してから解決の方向

に向かいましょう。そして相談センターへも

お声掛けください。

３月宮原所長は葬儀・お墓・

遺言書について講演しました。●葬儀はそれぞれ

古いしきたりと慣習にとらわれず無宗教や音楽葬

で個人の人柄や活動などを友人の弔辞やお別れの

言葉で遺族や参列者に伝わり遺族を励ますものに

することが望ましい。●お墓は子や孫とよく相談

し管理してくれるなら建立してもいいがダメなら

無理に作らないで民主団体や自治体の共同墓地に

埋葬することが故人のためになり、●遺言書は公

証役場で作成し、財産は全て身内にではなく、世

話になった団体・個人に何割かを遺贈するとして

おけば頑張っている人を励まし、喜ばれる事にな

ると話しました。

中央地域
境町相談所

日本共産党中央地域
後援会事務所

「困ったとき・
迷ったとき」

ご相談ください。
午後 13時～16時
(土・日・祭日除く）

電話２３３-５８１２
所長 片柳すすむ


